
自
立
的
か
つ
安
定
的
な
財
政
運
営
を
可
能
と
す
る
地
方
財
政
制
度
の
構
築
に
関
す
る
決
議

平
成
二
十
年
二
月
六
日

参
議
院
総
務
委
員
会

政
府
は
、
地
方
財
政
制
度
に
つ
い
て
、
地
方
の
自
主
性
・
自
立
性
等
を
よ
り
一
層
高
め
る
観
点
か
ら
、
制
度
の
抜
本
的
な
改
正

と
運
用
の
改
善
に
努
め
る
と
と
も
に
、
平
成
十
九
年
度
補
正
予
算
に
関
連
す
る
地
方
交
付
税
法
等
改
正
案
は
、
地
方
交
付
税
の
原

資
で
あ
る
国
税
の
減
額
補
正
に
伴
う
各
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
超
過
交
付
額
の
還
付
を
回
避
す
る
た
め
の
措
置
で
あ
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
早
急
な
対
応
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
今
後
、
地
方
交
付
税
の
原
資
と
な
る
国
税
の
税
収
見
積
も
り
に
つ
い
て
は
、
特
に
減
額
に
よ
る
混
乱
を
回
避
す
る
た
め
、
正

確
性
に
万
全
を
期
す
よ
う
、
格
段
の
努
力
を
行
う
こ
と
。

二
、
国
税
の
補
正
に
伴
い
年
度
途
中
に
地
方
交
付
税
総
額
の
変
更
が
生
じ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
地
方
公
共
団
体
が
自
立
的
か
つ

安
定
的
に
財
政
運
営
を
行
え
る
よ
う
、
地
方
財
政
計
画
及
び
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
制
度
の
趣
旨
を
十
分
踏
ま
え
つ
つ
、
抜

本
的
な
見
直
し
の
検
討
を
進
め
る
こ
と
。

三
、
交
付
税
特
別
会
計
の
借
入
金
に
つ
い
て
は
、
地
方
公
共
団
体
の
安
定
的
な
財
政
運
営
に
必
要
な
一
般
財
源
総
額
を
確
保
し
た

上
で
、
速
や
か
な
償
還
に
努
め
る
こ
と
。

四
、
地
方
債
制
度
及
び
そ
の
運
用
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
地
方
債
の
円
滑
な
発
行
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
地
方
公
共
団
体
の

自
主
的
・
主
体
的
な
財
政
運
営
に
資
す
る
観
点
か
ら
、
一
層
の
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

五
、
地
方
分
権
改
革
に
お
い
て
は
、
地
方
が
自
ら
の
責
任
で
効
率
的
な
自
治
体
経
営
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
事
務
の
義
務

付
け
・
枠
付
け
、
関
与
の
縮
小
等
国
と
地
方
の
役
割
分
担
の
徹
底
し
た
見
直
し
、
権
限
と
財
源
の
適
正
な
配
分
、
国
と
地
方
を

通
じ
た
税
財
政
制
度
の
改
革
を
進
め
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


